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  One of the characteristics of Vietnamese demand structure in terms of GDP is high 
dependence on foreign trade, that implies her vulnerability as an independent growing open 
economy. Like other developing countries, Vietnamese trade structure shows vertical division 
of labor between imports of manufactured goods and exports of primary products, which has 
led her trade balance to chronic deficit. The fall of an exchange rate is also promoting deficit 
expansion as the j-curve effect explains.
  Furthermore, purchasing power parity theory explains the depreciation of a dong rate to 
foreign currency by the domestic inflation created by the financial policy which stimulates 
business, so that the fall of dong rate does not contribute to raise the international 
competitiveness of Vietnamese export products.
　Anyway, in the basis of such trade structure, the increase in export of one billion dollars 
will bring about the increase in import of 1.2 billion dollars, and will bring about the trade 
deficit of 0.2 billion dollars as a result.
Although the deficit of the current balance is provided with the black figures of the capital 
account balance, since the risk of a short-term capital outflow always hangs around and 
degree of dependence upon foreign trade is very high, economic growth is always exposed to 
the exchange risk.
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y = -1E+06ln(x) + 6E+06 














国（地域） 輸入依存度 GDP 国（地域） 輸入依存度 GDP
シンガポール 151.8 182,232 サウジアラビア 24.3 369,179
香港 151.3 215,355 カナダ 23.8 1,336,068
べトナム 72.0 91,854 トルコ 22.9 617,099
マレーシア 64.4 191,601 イギリス 22.2 2,174,530
ハンガリー 59.9 128,964 ニュージーランド 21.9 125,160
タイ 50.9 263,856 フランス 20.7 2649390
オランダ 48.4 792,128 中国 20.5 4,985,461
韓国 38.8 832,512 スペイン 19.8 1,460,250
モロッコ 36.1 90,859 イタリア 19.5 2,112,780
オーストリア 35.3 924,843 インド 19.3 1,310,171
ポルトガル 30.6 227,676 ノルウェー 17.8 381,766
スイス 29.9 500,260 ギリシャ 17.6 329,924
アイスランド 29.7 12,133 インドネシア 17.2 540,277
スウェーデン 29.3 406,072 ロシア 17.0 1,231,893
フィリピン 28.4 163,670 オーストラリア 16.6 924,843
ドイツ 28.0 3,330,032 コロンビア 14.3 230,844
アイルランド 27.5 227,193 アルゼンチン 12.7 140,577
メキシコ 26.8 874,902 ベネズエラ 12.6 326,498
デンマーク 26.4 309,596 日本 10.8 5,068,996
南アフリカ 25.3 285,983 ブラジル 8.5 1,573,409
チリ 25.3 163,670 アメリカ合衆国 7.4 14,119,000






























































































































































































































暦年 経常収支 資本収支 外貨準備増減 誤差脱漏
2000 1,106 -316 -110 -680
2001 682 371 -206 -847
2002 -604 2,090 -448 -1,038
2003 -1,931 3,279 -2,146 798
2004 -957 2,807 -935 -915
2005 -560 3,087 -2,130 -397
2006 -164 3,088 -4,324 1,400
2007 -6,953 17,730 -10,212 -565
2008 -10,787 12,341 -474 -1,080
2009 -6,116 11,869 7,756 -13,509
　図表13　中国の国際収支構造（単位：100万ドル）
暦年 経常収支 資本収支 外貨準備増減 誤差脱漏
2001 17,401 34,778 -47,447 -4,733
2002 35,422 32,291 -75,217 7,504
2003 45,875 52,726 -137,455 38,854
2004 68,659 110,660 -189,849 10,530
2005 134,082 101,045 -250,975 15,848
2006 232,746 52,649 -284,651 -744
2007 353,996 95,148 -460,651 11,507
2008 412,364 46,321 -479,553 20,868
2009 261,120 180,813 -400,508 -41,425













































































































































































































































































2006年 2007年 2008年 2009年 2010年
原油 輸出 8,265 8,488 10,357 6,195 4,958
石油 輸入 5,970 7,710 10,966 6,255 6,078
縫製品 輸出 5,834 7,750 9,120 9,066 11,210
織布 輸入 2,985 3,957 4,458 4,226 5,362
（出所）ジェトロ・ハノイセンター（2011）
図表23　ベトナムの財政状況（単位：10億ドン）
年 2000 2001 2002 2003 2004 2005 2006 2007 2008
歳入a 90,749 103,888 123,860 152,274 190,928 228,287 279,472 315,915 416,783
歳出b 108,961 129,773 148,208 181,183 214,176 262,697 308,058 399,402 494,600
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Indonesia, Iran, Korea, Mexico, Nigeria, Pakistan 
Philippines, Turkeyである。
５）直接投資と貿易の関係については、宍戸・寺




































































21） 加工製品はSITC（Standard International 
Trade Classification）の5（chemicals and related 
products, n.e.s.）, 6（manufactured good classified 
chiefly by material）, 7（machinery and transport 
equipment）, 8（miscellaneous manufactured 
articles）の合計である。
22） １次産品はSITCの0（Food and live animals）, 
1（Beverages and tobacco）, 2（Crude materials, 
i ned ib l e , excep t fue l s）, 3（Minera l f ue l s , 
lubricants and related materials）, 4（Animal and 






























































43） 偽 装 失 業 と い う 概 念 に つ い て は、Myint
（1964）、寺崎（2010b：注37）を参照されたい。
こうした労働市場における現状と課題について
は、寺崎（2012）を参照されたい。
44）こうした貿易構造は、生ゴムの輸出とゴム製品
の輸入の間にも存在する。インタビューによれば
発見された油田に石油精製設備を建設し、陸上流
通網のあまり整備されていないベトナム全土に
石油製品を供給するよりも、海上輸送で原油をシ
ンガポールで精製し、長い海岸線にある港ごとに
石油製品を輸送した方が安上がりという判断が
ベトナム政府にあった。このような貿易構造をア
ジアにおける工程間分業として捉えたものに、石
田（1996）がある。
45）経済問題の網羅的な課題に関しては、朽木・竹
内（1996）及び守部（2011）を参照されたい。
若干古い文献ではあるが、ここで指摘されている
課題は現在でも未だ克服されていない。また、
Nguyen and Ngyen（2007）は、①課税政策、②
生産コスト、③行政組織、④人材育成の４つを課
題としてあげている。さらに、将来の戦略につい
ては、木下（2010）を参照されたい。
46）日本のNPOであるベトナム簿記普及促進協議
会は現在、課税対象となっていない中小零細企業
からの課税を可能ならしめようと複式簿記の普
及を図っている。こうした努力が結実すれば、歳
入は増加する可能性がある。ベトナムの会計や税
務については、新日本有限責任監査法人（2011）
およびベトナム経済研究所（2010）などを参照
されたい。
47）この問題に関する詳細については、寺崎
（2012）を参照されたい。
48）とくに中越貿易にいては、Tran（2010a）を、
日越貿易については西（2010）および山田・冨田
（2010）などを参照されたい。
49）詳細については、国際協力機構ベトナム事務所
（2010）を参照されたい。
